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一　

は
じ
め
に

　

こ
ん
に
ち
の
大
学
を
論
じ
る
う
え
で
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、
教
育
の
「
質
保
証
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、

わ
が
国
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
は
、
設
置
認
可
時
に
お
け
る
事
前
規
制
か
ら
事
後
チ
ェ
ッ
ク
へ
と
重
点
を
置
く
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
、

二
〇
〇
四
年
に
導
入
さ
れ
た
「
認
証
評
価
」（
学
校
教
育
法
一
〇
九
条
）
は
す
で
に
定
着
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
高
等
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
推
進
と
い
う
流
れ
の
な
か
で
、
わ
が
国
も
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
枠
組
み
の

下
で
採
択
さ
れ
た
「
高
等
教
育
の
資
格
の
承
認
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
規
約
」
に
加
入
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
、
韓
国
の
五
か
国
が
締
結
し
た
こ
と
で
同
規
約
は
二
〇
一
八
年
二
月
に
発
効
し
、
わ
が
国
も
他
の
締
約
国
に

お
け
る
部
分
的
な
修
学
（
単
位
等
）
や
資
格
（
学
位
等
）
を
原
則
と
し
て
承
認
（
ま
た
は
少
な
く
と
も
評
定
）
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
今
後
、
締
約
国
同
士
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
単
位
・
学
位
の
比
較
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
教
育
の
質
保
証
に
関
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
も
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

教
育
活
動
の
第
三
者
に
よ
る
評
価
は
、
本
来
、
個
々
の
大
学
教
員
（
な
い
し
大
学
組
織
）
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
教
育
の
内
容
・

方
法
に
関
す
る
自
主
決
定
権
を
脅
か
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
教
授
の
自
由
と
緊
張
関
係
に
立
つ
が
、
管
見
の
限
り
で
、

認
証
評
価
制
度
と
教
授
の
自
由
の
関
係
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
憲
法
学
に
お
い
て
「
教
授
の
自
由
」
が

ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
医
学
・
獣
医
学
・
法
科
大
学
院
・
教
職
課
程
の
各
教
育
に
つ
い

て
作
成
さ
れ
て
い
る
「
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
現
場
の
教
員
の
教
授
の
自
由
に
大
き
な
制
約
を
も
た
ら
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
学
に
お
い
て
め
っ
た
に
主
題
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
推
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ（
1
）る。

　

本
稿
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
適
格
認
定
）
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
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二
〇
一
六
年
の
決（
2
）定を
中
心
に
紹
介
し
、
主
に
教
授
の
自
由
と
の
関
係
で
検
討
を
加
え
る
。
後
述
の
通
り
、
ド
イ
ツ
で
教
育
課
程
の
ア
ク

レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
欧
州
レ
ベ
ル
の
高
等
教
育
改
革
（
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
」）
が
あ
っ
た
た

め
、
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
て
い
る
事
象
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
方
向
性
に
も
示
唆
を
与
え
る
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
本
決
定
は
、
わ
が
国
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
教
授
の
自
由
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
る
考
察
を
深
め
る
た
め
に

有
意
義
な
素
材
で
も
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
わ
が
国
の
認
証
評
価
制
度
の
導
入
に
先
立
つ
一
九
九
八
年
に
教
育
課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
決
定
さ
れ
、
実

施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
一
六
年
二
月
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
当
該
制
度
が
一
部
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
制
度
に

若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
、
二
〇
一
八
年
一
月
よ
り
新
し
い
制
度
の
も
と
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え

て
、
本
稿
は
ま
ず
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
高
等
教
育
の
質
保
証
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
の
経
緯
、
さ
ら
に
そ
の
制
度
概
要
に
つ
い
て
紹
介
・
分
析
を
行
う
（
二
）。
そ
の
う
え
で
、
二
〇
一
六
年
の
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
決
定
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
後
の
制
度
変
更
の
概
要
に
つ
い
て
論
じ
る
（
三
）。
そ
し
て
、
決
定
の
内
容
の
な
か
か
ら
、

憲
法
上
保
障
さ
れ
た
学
問
の
自
由
・
教
授
の
自
由
に
関
連
す
る
重
要
な
論
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ド
イ
ツ
の
学
説
や
日
本
憲
法
学
と
の

比
較
も
踏
ま
え
て
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
す
る
（
四
）。

二　

欧
州
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証

㈠　

序
論

―
質
保
証
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
認
証
評
価

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（accreditation

）
は
、
高
等
教
育
に
お
け
る
質
保
証
の
基
本
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
米
国
に
お
い
て
一
九
世
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紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
大
学
の
自
主
的
な
動
き
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の
が
起
源
と
さ
れ
る
。
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ラ
テ
ン
語
のcredere

（
信
頼
す
る
）
に
由
来
し
、
日
本
語
で
「
評
価
」
な
い
し
「
認
証
」
と
訳
す
例
も
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は

evaluation

、assessm
ent

と
い
っ
た
言
葉
と
の
異
同
が
、
後
者
に
つ
い
て
はcertification

、recognition

と
の
異
同
が
そ
れ
ぞ
れ
問

題
と
な
る
た
め
、
高
等
教
育
研
究
の
分
野
で
は
カ
タ
カ
ナ
で
そ
の
ま
ま
表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
本
稿
も
そ
れ
に
従（
3
）う。

　

な
お
、
わ
が
国
で
二
〇
〇
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
大
学
の
「
認
証
評
価
」
は
、
先
進
主
要
国
に
お
け
る
大
学
評
価
の
取
組
み
を
踏
ま
え

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
米
国
や
欧
州
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
異
な
る
、
日
本
独

自
の
概
念
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
わ
が
国
で
は
文
部
科
学
大
臣
が
第
三
者
評
価
機
関
を
認
証
し
、
こ
の
認
証
さ
れ
た
機

関
が
大
学
の
教
育
研
究
等
の
総
合
的
な
状
況
を
定
期
的
に
「
評
価
」
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
大
学
が
一
定
の
基
準

に
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
適
格
性
の
認
定
を
行
う
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
の
「
認
証
評

価
」
は
、
大
学
の
自
発
的
な
改
善
を
支
え
る
評
価
制
度
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
と
さ
れ（
4
）る。

㈡　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
高
等
教
育
の
質
保
証

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ド
イ
ツ
で
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
欧
州
の
高
等
教
育
改
革

が
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
概
要
を
紹
介
し
た
の
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
導
入
の
具

体
的
な
経
緯
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

1　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
欧
州
高
等
教
育
圏
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
）

　
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
（Bologna Process

）」
と
呼
ば
れ
る
欧
州
の
高
等
教
育
改
革
は
、
一
九
九
九
年
に
欧
州
二
九
か
国
の
教
育

関
係
大
臣
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
集
ま
り
、「
欧
州
高
等
教
育
圏
（
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ａ
： European H

igher Education Area

）」
の
構
築
に
関
す
る
ボ
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ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
を
採
択
し
た
こ
と
か
ら
始
ま（
5
）る。
同
宣
言
の
後
も
、
お
よ
そ
二
年
ご
と
に
フ
ォ
ロ
ー
・
ア
ッ
プ
の
た
め
の
大
臣
会
議
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
二
〇
一
八
年
五
月
に
パ
リ
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
れ
と
は
別
に
少
な
く
と
も
年
に
二
回
、
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
・
フ
ォ
ロ
ー
・
ア
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
Ｆ
Ｕ
Ｇ
）
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
加
盟
国
の
上
級
官
吏
が
参
加
し
て
い
る
。
加

盟
国
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
五
月
時
点
で
、
欧
州
高
等
教
育
圏
の
加
盟
国
は
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど

も
含
む
四
八
か
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
で
は
、
二
〇
一
〇
年
を
目
標
と
し
て
、
欧
州
の
大
学
を
自
由
に
移
動
で
き
、
ど
こ
の
大
学
で
学
ん
で
も
共
通
の
学

位
・
資
格
を
得
ら
れ
る
「
欧
州
高
等
教
育
圏
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

①
容
易
に
理
解
可
能
で
、
比
較
可
能
な
学
位
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
②
学
部
・
大
学
院
と
い
う
段
階
化
さ
れ
た
大
学
構
造
の
構
築
、
③
欧
州

単
位
互
換
制
度
（
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
： European Credit Transfer System

）
の
導
入
、
④
学
生
お
よ
び
教
員
の
移
動
可
能
性
の
向
上
、
⑤
質
保
証

に
関
す
る
欧
州
協
力
、
⑥
高
等
教
育
に
お
け
る
欧
州
次
元
（European dim

ensions

）
の
促
進
が
掲
げ
ら
れ
た
。

2　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
法
的
位
置
づ
け
と
そ
の
問
題
点

　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
は
、
そ
こ
で
の
合
意
が
す
べ
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
点
に
あ
る
。
た

し
か
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
は
（
Ｅ
Ｕ
の
一
機
関
た
る
）
欧
州
委
員
会
も
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
政
策
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
一
六
五
条
は
、
教
育
内
容
お
よ
び
教
育
制
度
の
組
織
に
関
す
る
事
項
に
お
け
る
加
盟
国
の
責
任
を
強
調
し
、
法

律
お
よ
び
規
則
の
調
和
（harm

onization

）
を
明
示
的
に
排
除
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
分
野
で
Ｅ
Ｕ
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
プ
ロ
セ
ス
は
事
実
上
、
高
等
教
育
分
野
に
お
け
る
加
盟
国
の
法
の
統
一
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は
大
学
政
策
に
お
け
る
連
邦
の
権
限
を
強
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い（
6
）る。

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
ん
に
ち
で
は

教
育
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
措
置
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
稀
で
は
な（
7
）い。
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3　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
欧
州
に
お
け
る
高
等
教
育
の
質
保
証

　

さ
て
、
上
述
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
の
内
容
の
う
ち
、
本
稿
と
の
関
連
で
最
も
重
要
な
の
は
質
保
証
に
関
す
る
欧
州
協
力
（
⑤
）
で
あ

る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
ド
イ
ツ
を
含
む
欧
州
高
等
教
育
圏
の
加
盟
各
国
で
質
保
証
を
行
う
組
織
が
集
ま
り
「
欧
州
高
等
教
育
質
保
証

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
）」
が
設
立
さ
れ
た
（
二
〇
〇
四
年
に
「
欧
州
高
等
教
育
質
保
証
協
会
」
と
改
称
。
た
だ
し
、
英
語
の
略
称
は
維
持
）。

Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ａ
は
二
〇
〇
五
年
に
「
欧
州
高
等
教
育
圏
に
お
け
る
質
保
証
の
基
準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）」
を
制
定
し
て
お
り
（
そ
の
後
、

二
〇
一
五
年
に
改
訂
）、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
し
て
欧
州
高
等
教
育
圏
に
参
加
す
る
各
国
に
お
け
る
質
保
証
の
実
務
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

㈢　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
の
背
景
と
実
務

　

こ
こ
ま
で
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
そ
こ
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
き
た
が
、
次
に
ド
イ
ツ

国
内
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
至
る
経
緯
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

こ
ん
に
ち
い
く
つ
か
の
種
類
が
み
ら
れ
る（
8
）が、

本
稿
で
は
歴
史
的
に
み
て
最
も
古
く
、
数
の
上
で
も
最
も
多
い
、
個
々
の
教
育
課
程
の
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（「
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（Program

m
akkreditierung

）」）
に
焦
点
を
当
て
る
。

1　

導
入
に
至
る
経
緯

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
立
法
権
限
は
原
則
と
し
て
州
（
ラ
ン
ト
）
に
属
す
る
が
、
連
邦
は
一
九
七
六
年
制
定
の
大
学
大
綱
法

（H
ochschulrahm

engesetz 

﹇
Ｈ
Ｒ
Ｇ
﹈）
に
よ
り
、
全
州
で
適
用
さ
れ
る
大
綱
的
規
定
を
定
め
て
い（
9
）る。
同
法
の
第
四
次
改
正
（
一
九
九
八

年
）
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
連
邦
レ

ベ
ル
で
の
規
律
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
各
州
の
大
学
法
の
独
自
性
な
い
し
個
々
の
大
学
の
特
色
を
強
め
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
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た
）
10
（
が
、
そ
の
一
九
条
に
お
い
て
新
た
に
バ
チ
ェ
ラ
ー
（
学
士
）
お
よ
び
マ
ス
タ
ー
（
修
士
）
の
教
育
課
程
が
定
め
ら
）
11
（
れ
、
さ
ら
に
九
条
二

項
に
お
い
て
「
対
応
す
る
学
習
成
果
お
よ
び
試
験
結
果
、
な
ら
び
に
修
了
認
定
が
同
等
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
、
大
学
間
を
移
動

す
る
可
能
性
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
共
同
で
配
慮
す
る
」
諸
州
の
義
務
が
規
定
さ
れ
た
。

　

当
該
法
改
正
に
お
け
る
立
法
者
の
理
由
書
で
す
で
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
の
導
入
が
言
及
さ
れ
、
一
九
九
八
年
六
月
に
大
学

学
長
会
議
（
Ｈ
Ｒ
）
12
（

Ｋ
）
は
、
州
の
垣
根
を
越
え
た
教
育
課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
導
入
に
賛
成
を
表
明
し
）
13
（

た
。
そ
れ
を
受

け
て
同
年
一
二
月
、
州
文
部
大
臣
会
議
（
Ｋ
Ｍ
）
14
（
Ｋ
）
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
の
導
入
を
議
決
し
、
全
州
に
管
轄
を
有
す
る
「
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
（Akkreditierungsrat

）」
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
）
15
（

た
。

2　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

　

以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
概
要
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
後
述
の
通
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
二
〇
一
六
年
の
決
定
を
受
け
て
、
二
〇
一
八
年
一
月
よ
り
新
た
な
制
度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
決
定
を
読
む
た
め
の
前
提
知
識

と
し
て
旧
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
（
も
っ
と
も
、
二
〇
一
八
年
以
降
も
基
本
的
な
構
造
は
変
化
し
て
い
な
い
）。

　

⑴　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
法
的
位
置
づ
け

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
は
、
上
述
の
大
学
総
長
会
議
の
決
議
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
州
文
部
大
臣
会
議
の
決
議

と
い
う
行
政
上
の
取
決
め
に
基
づ
い
て
導
入
さ
れ
）
16
（
た
。
二
〇
〇
五
年
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
‐
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
州
（
以
下
、「
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
」
と
す
る
）
議
会
で
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
法
」（G

V. N
RW

. 2005, S.  45

）
が
制
定
さ
れ
、
は
じ
め

て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
法
的
根
拠
が
創
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
法
に
よ
っ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
は
、
Ｎ
Ｒ

Ｗ
州
法
上
の
権
利
能
力
を
有
す
る
公
法
上
の
財
団
で
あ
る
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
」
の
中
心
的
な
議
決
機
関
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
が
州
法
の
み
を
根
拠
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
ア
ク
レ
デ
ィ
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テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
が
行
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
認
証
や
評
議
会
の
定
め
る
評
価
基
準
が
ド
イ
ツ
全
土
で
効
力
を
有
す
る
の
か
と
い
う
点

で
、
こ
の
解
決
方
法
は
立
法
後
も
疑
義
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　

二
〇
〇
五
年
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
法
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
財
団
の
任
務
は
、
①
個
々
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
期
限
つ
き

の
認
証
を
与
え
る
こ
と
、
②
全
州
で
共
通
の
構
造
規
準
お
よ
び
各
州
の
特
殊
な
構
造
基
準
に
つ
い
て
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
た
め
の
拘
束

力
あ
る
基
準
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
、
③
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
最
低
限
の
条
件
を
規
律
す
る
こ
と
、
④
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

に
よ
り
行
わ
れ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
監
督
す
る
こ
と
、
の
四
点
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
最
初
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
認
証
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
一
〇
年
間
に
計
一
〇
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
認
証
を
受
け
、
二
〇
一
八
年
現
在
も
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

⑶　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
構
成

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
法
七
条
二
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
財
団
の
中
心
的
な
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
会
は
一
八
名
の
構
成
員
か
ら

な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
大
学
（H

ochschu

）
17
（len

）
の
代
表
が
四
名
、
州
の
代
表
が
四
名
、
職
業
実
務
の
代
表
が
五
名
、
学
生
が
二
名
、
ア
ク

レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
務
経
験
を
持
つ
外
国
人
が
二
名
、
そ
れ
に
諮
問
的
な
議
決
権
を
持
つ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
代
表
が
一
名
加
わ
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
構
成
員
は
、
大
学
学
長
会
議
、
定
め
ら
れ
た
幾
つ
か
の
州
の
省
、
州
内
務
大
臣
会
議
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
お
よ
び
州
文

部
大
臣
会
議
に
よ
っ
て
一
致
し
て
選
出
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
四
年
と
さ
れ
た
。

　

⑷　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
続
き
と
審
査
規
準

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
続
き
は
大
き
く
、
①
大
学
か
ら
の
申
請
、
②
外
部
鑑
定
（
ピ
ア
・
レ
ヴ
ュ
ー
）、
③
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
議
と
決
定
、
と
い
う
三
段
階
に
分
け
ら
れ
）
18
（

る
。
手
続
き
は
ま
ず
大
学
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
選
ん
で
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
申
請
を
行
う
こ
と
か
ら
開
始
す
る
。
そ
の
際
、
大
学
は
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
書
を
提
出
し
、
コ
ス
ト
お
よ
び
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審
査
期
間
に
つ
い
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
合
意
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
外
部
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
を
召
集
し
、
彼

（
女
）
ら
が
教
員
、
学
生
お
よ
び
事
務
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
う
え
で
、
鑑
定
書
を
作
成
し
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
内
部
の
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
提
出
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
審
議
を
行
い
、
㋐
条
件
な
し
で
期
限
付
き
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

か
（
全
事
案
の
約
四
分
の
一
）、
㋑
条
件
付
き
で
期
限
付
き
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
か
（
全
事
案
の
約
四
分
の
三
）、
㋒
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拒
否
す
る
（
全
事
案
の
約
一
）
19
（

％
）。
手
続
き
の
終
了
後
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
と

も
に
鑑
定
者
の
氏
名
を
公
表
す
る
。
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
拒
否
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
お
い
て
、

内
部
不
服
申
立
手
続
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
準
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
主
に
、
①
教
育
課
程
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
適
切
な
教
育
目

標
を
有
し
て
い
る
か
、
と
り
わ
け
、
㋐
学
問
的
能
力
、
㋑
職
業
能
力
（
い
わ
ゆ
るem

ployability

）、
㋒
社
会
な
い
し
民
主
政
へ
の
参
加
能

力
（
い
わ
ゆ
るdem

ocratic citizenship
）、
㋓
人
格
の
発
展
と
い
っ
た
観
点
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
る
か
、
②
教
育
課
程
が
州
や
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
定
め
る
構
造
基
準
と
合
致
し
て
い
る
か
、
③
教
育
課
程
の
内
容
と
教
育
目
標
と
の
適
合
性
／
学
生
に
と
っ
て

の
学
び
や
す
さ
、
④
教
育
課
程
を
行
う
た
め
に
十
分
な
設
備
・
リ
ソ
ー
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
、
⑤
教
育
目
標
に
照
ら
し
て
適
切
な
試
験
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
、
⑥
両
性
の
平
等
、
機
会
の
平
等
に
十
分
配
慮
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
点
に
あ
）
20
（

る
。

　

⑸　

新
設
す
る
教
育
課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務

　

な
お
一
九
九
八
年
の
段
階
で
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
く
ま
で
州
に
よ
る
認
可
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
、

教
育
課
程
新
設
の
際
の
必
要
条
件
と
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
）
21
（

が
、
の
ち
の
州
文
部
大
臣
会
議
の
決
議
で
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
課
程
・
マ
ス
タ
ー

課
程
の
新
設
の
際
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
）
22
（
れ
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
を
含
め
、
現
在
で

は
す
べ
て
の
州
で
原
則
と
し
て
、
教
育
課
程
（
な
い
し
大
学
内
部
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
）
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
、

州
に
よ
る
大
学
承
認
な
い
し
認
可
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
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三　

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
一
六
年
決
定

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
を
一
部
違
憲
と
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
二
〇
一
六
年
二
月
の
決
定
を
み
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

㈠　

本
件
事
案
の
概
要

　

本
件
は
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
か
ら
の
決
定
を
も
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
移
送
が
な
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
具
体
的
規
範
統

制
（
基
本
法
一
〇
〇
条
一
項
）
の
訴
訟
で
あ
り
、
移
送
前
手
続
の
原
告
は
、
二
〇
〇
五
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
に
あ
る
私
立
の
専
門
大

学
（Fachhochschu

）
23
（le

）（
以
下
、「
Ｓ
専
門
大
学
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
専
門
大
学
は
、
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ジ
テ
ー
ト
に
比
べ
て
職
業
実

務
に
近
い
教
育
を
行
う
機
関
と
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
も
の
で
、
二
〇
一
七
／
一
八
年
現
在
、
ド
イ
ツ
に
は
一
〇
六
の
ウ
ニ

ヴ
ェ
ル
ジ
テ
ー
ト
と
二
一
七
の
専
門
大
学
が
あ
り
、
前
者
で
学
ぶ
学
生
は
約
一
七
五
万
人
、
後
者
は
約
九
八
万
人
い
）
24
（

る
。
ま
た
、
Ｓ
専
門

大
学
は
民
法
上
の
公
益
財
団
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
私
立
大
学
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
の
学
生
数
の
急
増
に
よ

り

―
一
九
九
八
／
九
九
年
に
は
約
二
三
万
人
だ
っ
た
大
学
の
入
学
者
が
、
二
〇
一
一
／
一
二
年
に
は
四
四
・
五
万
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て

い
る

―
、
こ
ん
に
ち
私
立
大
学
が
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
／
一
七
年
の
時
点
で
、
ド
イ
ツ
全
土
に
一
一

九
の
私
立
大
学
が
存
在
し
（
全
大
学
数
の
約
二
八
％
）、
在
籍
す
る
学
生
の
数
は
約
二
一
万
人
と
、
学
生
数
全
体
の
七
・
五
％
を
占
め
る
に

至
っ
て
お
り
、
こ
ん
に
ち
で
は
（
公
共
放
送
と
民
間
放
送
が
併
立
す
る
放
送
制
度
に
な
ら
っ
て
）
二
元
的
大
学
制
度
（duales H

ochschulsystem

）

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
）
25
（

る
。

　

Ｓ
専
門
大
学
は
二
〇
〇
七
年
三
月
に
、
同
じ
く
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
に
あ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ーASIIN

 e. V. 

（
以
下
、「
Ａ
」
と
す
る
）
に
対
し
、
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物
流
を
専
攻
す
る
バ
チ
ェ
ラ
ー
課
程
の
二
度
目
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
申
請
し
た
が
、
Ａ
は
結
果
と
し
て
不
合
格
と
判
断
、
そ
の

旨
を
二
〇
〇
八
年
四
月
一
四
日
に
Ｓ
専
門
大
学
に
通
知
し
た
（Rn.  22

―
以
下
、
判
決
文
の
段
落
番
号
を
「Rn.

」
と
し
て
示
す
）。
当
該
決
定

に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
の
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
学
問
・
研
究
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
省
（
当
時
）
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
二
日
の
通
知
で

「
た
だ
ち
に
」
該
当
す
る
教
育
課
程
の
学
生
登
録
を
禁
止
し
た
（Rn.  21

）。

　

当
該
禁
止
の
根
拠
は
、
二
〇
〇
六
年
の
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
大
学
法

―
以
下
、
判
決
に
な
ら
っ
て
事
件
係
属
中
の
二
〇
一
四
年
に
改
正
さ
れ

た
後
の
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
を
新
法
と
し
、
二
〇
〇
六
年
の
そ
れ
を
「
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
」
と
す
る

―
七
二
条
三
項
二
文
と
結
び
つ
い
た
七

二
条
一
項
四
号
で
あ
っ
た
。
そ
の
規
定
に
よ
る
と
、
大
学
が
州
か
ら
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
、
学
習
・
修
了
認
定
が
国
立
大
学
の
学
問

的
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

　

Ｓ
専
門
大
学
は
結
果
を
受
け
て
、
Ａ
内
部
の
異
議
申
立
委
員
会
に
対
し
て
申
立
て
を
行
っ
た
が
、
同
委
員
会
は
当
該
申
立
て
に
理
由
が

な
い
と
決
定
し
、
二
〇
〇
八
年
九
月
三
日
の
通
知
に
よ
っ
て
Ｓ
専
門
大
学
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
（Rn.  23

）。
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
専
門
大
学

は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
仮
の
命
令
の
申
立
て
と
な
ら
ん
で
、
Ａ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
不
合
格
通
知
が
違
法
で
あ
る

こ
と
の
確
認
の
訴
え
（
本
案
手
続
）
を
提
起
し
た
。

　

一
審
の
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
九
日
の
決
定
を
も
っ
て
仮
の
命
令
の
発
布
を
拒
否
し
た
一
方

（Rn.  24

）、
本
案
手
続
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
六
日
の
決
定
で
裁
判
手
続
を
中
止
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
、「
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
行
の
諸
規
則
に
し
た
が
い
（nach den geltenden Regelungen

）」
行
わ
れ
る
、
と
し
て
い
た
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
七
二

条
二
項
六
文
が
、
学
問
の
自
由
を
保
障
し
た
基
本
法
五
条
三
項
、
お
よ
び
、
民
主
政
原
理
を
定
め
た
同
二
〇
条
三
項
と
合
致
す
る
か
（
法

律
の
留
保
に
違
反
し
な
い
か
）、
と
い
う
問
い
を
移
送
し
た
（Rn.  27

）。
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㈡　

決
定
の
内
容

　

本
件
の
争
点
は
第
一
に
、
教
育
課
程
に
つ
い
て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
義
務
を
課
す
こ
と
が
学
問
の
自
由
、
と
り
わ
け
教
授
の
自

由
に
対
す
る
介
入
と
し
て
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
第
二
に
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
介
入
が
正
当
化
さ
れ
う
る
と
し

て
も
、
本
件
の
よ
う
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
形
成
に
つ
い
て
法
律
上
ほ
ぼ
白
紙
委
任
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
法
律
の
留
保

と
の
関
係
で
問
題
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
①
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務
に
よ
る
学
問
の
自
由
へ
の
介
入
は
重
大
で
あ
る
と
し

つ
つ
も
（Rn.  50 -55

）、
②
そ
の
よ
う
な
介
入
は
学
生
の
基
本
法
一
二
条
一
項
の
自
由
（
養
成
所
選
択
・
職
業
選
択
の
自
由
）
を
根
拠
に
、
実

体
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
と
し
た
（Rn.  57 -58

）。
た
だ
し
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
③
学
問
の
自
由
へ
の
重
大
な
介
入
を
伴
う
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
十
分
な
法
律
上
の
根
拠
が
存
し
な
い
こ
と
を
認
定
し
（Rn.  59 -82

）、
さ
ら
に
最
後
に
、
④
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
お
い
て
学
者
代
表
が
十
分
に
関
与
す
る
仕
組
み
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
学
問
の
自
由
の
保
障
に
違
反
す
る

と
し
た
（Rn.  81

）。
以
下
、
①
〜
④
に
つ
い
て
順
番
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

1　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務
に
よ
る
学
問
の
自
由
へ
の
介
入
に
つ
い
て

　

基
本
法
五
条
三
項
一
文
に
よ
っ
て
「
授
業
（Lehrveranstaltung
）
の
内
容
、
そ
の
流
れ
お
よ
び
方
法
論
に
つ
い
て
の
自
己
決
定
」
が
保

障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
（Rn.  49

）、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
義
務
に
よ
っ
て
、
そ
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
（Rn.  52

）。
ま
た
、

基
本
法
五
条
三
項
一
文
の
保
障
は
、
国
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ジ
テ
ー
ト
だ
け
で
な
く
専
門
大
学
に
も
及
ぶ
。
本
件

で
は
、
基
本
権
享
有
主
体
た
る
大
学
教
員
、
大
学
お
よ
び
学
科
の
い
ず
れ
も
権
利
が
制
約
さ
れ
て
い
る
（e

）
26
（bd.

）。

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務
は
、
主
に
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
り
重
大
な
介
入
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
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法
に
よ
り
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
国
家
に
よ
る
大
学
と
し
て
の
承
認
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
承
認
な
く
大
学
（H

ochschule

）

の
名
を
冠
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
授
業
を
行
え
ば
秩
序
違
反
と
し
て
罰
金
を
科
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
公
的
資
金
の
配
分
と
も
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
教
育
課
程
の
導
入
・
変
更
・
中
止
に
つ
い
て
以
前
行
わ
れ
て
い
た
省

に
よ
る
認
可
の
留
保
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
学
部
新
設
の
直
接
の
要
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
に
せ
よ
、
事

実
上
強
制
さ
れ
て
い
る
（Rn.  51

）。
第
二
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
へ
の
対
価
（
＝
教
育
課
程
一
つ
あ
た
り
一

万
〜
一
万
五
千
ユ
ー
ロ
）
に
、
準
備
に
か
か
る
組
織
的
、
時
間
的
お
よ
び
人
的
な
負
担
（
＝
大
学
の
内
部
的
な
コ
ス
ト
は
教
育
課
程
一
つ
あ
た
り
、

三
万
〜
三
万
八
千
ユ
ー
ロ
）
も
加
え
る
と
、
大
学
に
と
っ
て
極
め
て
高
い
コ
ス
ト
と
結
び
つ
い
て
い
る
（Rn.  54

）。
第
三
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
は
整
合
性
な
ど
の
形
式
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
む
し
ろ
教
育
の
形
式
・
内
容
に
直
接
的
に
関
連
し
て
い
る

（Rn.  55

）。

2　

介
入
が
実
体
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
点
に
つ
い
て

　
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
」
を
通
じ
た
高
等
教
育
圏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
の
実
現
と
い
う
目
的
に
よ
っ
て
は
、
本
件
に
お
け
る
学
問
の

自
由
へ
の
重
大
な
介
入
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
（Rn.  57
）。
学
問
の
自
由
は
基
本
法
上
留
保
な
く
保
障
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
ラ
ン
ク
を
有

す
る
目
標
の
追
求
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
（Rn.  58

）、
職
業
を
開
始
す
る
前
段
階
と
し
て
の
大
学
で
の
学
習

（H
ochschulstudium

）
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
の
養
成
所
選
択
・
職
業
選
択
の
自
由
の
権
利
と
密
接
な
関
連
に
あ
る
。
そ
の
関
連
性
ゆ

え
に
、
大
学
の
教
育
に
お
い
て
は
職
業
訓
練
の
任
務
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
学
生
の
基
本
権
的
地
位
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
限
り
で
、
学
問
の
自
由
の
基
本
権
は
、
透
明
な
試
験
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
秩
序
付
け
ら
れ
た
教
育
事
業
を
確
実
に
す
る
よ
う
な

諸
規
準
と
は
対
立
せ
ず
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
学
術
的
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
満
た
す
よ
う
な
、
大
学
の
教
育
の
質
確
保
の
た
め
の
諸
措
置
は
、

大
学
が
み
ず
か
ら
の
任
務
を
適
切
に
満
た
す
こ
と
に
資
す
る
し
、
基
本
法
五
条
三
項
一
文
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
研
究
お
よ
び
教
授
の
自
由
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に
も
資
す
る
（ebd.

）。

　

基
本
法
五
条
三
項
一
文
か
ら
は
、
教
育
課
程
の
範
囲
・
内
容
を
自
分
だ
け
で
決
定
す
る
と
い
う
大
学
・
学
部
・
学
科
の
自
律
的
権
利
は

認
め
ら
れ
ず
、
大
学
の
教
育
に
つ
い
て
の
外
部
的
質
保
証
を
定
め
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
立
法
者
の
自
由
で
あ
る
（Rn.  64

）。
ま
た
、

基
本
法
一
二
条
一
項
で
保
障
さ
れ
た
職
業
の
自
由
を
促
進
す
る
た
め
に
、
大
学
で
獲
得
さ
れ
る
知
見
・
能
力
が
労
働
市
場
で
役
に
立
つ
か

と
い
う
観
点
か
ら
制
度
形
成
す
る
こ
と
に
疑
念
は
存
し
な
い
（Rn.  65

）。

3　

介
入
を
正
当
化
す
る
た
め
の
十
分
な
法
律
上
の
根
拠
が
存
し
な
い
点
に
つ
い
て

　

基
本
法
の
法
治
国
家
原
理
お
よ
び
民
主
政
要
請
に
よ
り
、
立
法
者
は
基
本
権
の
実
現
の
た
め
の
本
質
的
事
項
を
み
ず
か
ら
規
律
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
（Rn.  59
）。
も
っ
と
も
、
本
質
的
事
項
の
範
囲
は
、
事
物
領
域
お
よ
び
規
律
対
象
の
特
性
を
考
慮
し
て
初
め
て
判

断
さ
れ
う
る
（ebd.

）。

　

そ
し
て
、
学
問
の
固
有
理
性
を
保
護
す
る
た
め
、
一
方
で
立
法
者
が
み
ず
か
ら
教
育
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
準
を
立
て
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
る
が
、
し
か
し
他
方
で
、
手
続
的
・
制
度
的
に
、
学
問
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
（Rn.  60

）。
そ
の
際
、
立
法

者
は
教
授
の
自
由
に
対
す
る
危
険
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
、
決
定
権
限
、
学
者
の
協
働
権
、
影
響
行
使
、
情
報
お
よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

形
成
さ
れ
て
い
る
全
体
構
造
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（ebd.

）。

　

学
問
に
非
適
合
的
な
方
向
へ
の
統
御
の
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け
評
価
基
準
の
決
定
の
段
階
で
学
問
が
適
切
に
関
与
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
評
価
基
準
が
大
学
の
外
部
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
場
合
に
と
り
わ
け
強
く
当
て
は
ま
る
。

様
々
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
お
い
て
基
準
が
異
な
り
う
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（Rn.  60

）。

　

こ
の
点
、
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
七
二
条
二
項
六
文
は
、「
…
…
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
行
の
諸
規
則
に
し
た
が
い
、
そ
れ
自
体
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ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
」
と
定
め
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
委
任
は

本
質
性
留
保
を
満
た
さ
な
い
（Rn.  67 ff.

）。「
現
行
の
諸
規
則
」
が
何
を
指
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
（Rn.  70

）、
と
り
わ
け
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
法
的
地
位

―
そ
れ
が
、
公
法
上
の
権
限
受
任
者
（Beliehe

）
27
（ne

）
と
し
て
行
政
行
為
た
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
申
請
を
し
た
個
々
の
大
学
と
の
私
法
上
の
契
約
を
遂
行
し
て
い
る
だ

け
な
の
か

―
が
法
律
上
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
の
訴
訟
の
途
が
明
ら
か

で
な
か
っ
た
（Rn.  71
）。

　

ま
た
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
の
諸
規
準
や
、
み
ず

か
ら
定
め
る
諸
規
準
、
州
文
部
大
臣
会
議
の
諸
決
議
に
し
た
が
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
決
議
は
あ
く
ま
で
行
政
の
取
決
め
で
あ
り
、

諸
州
の
大
学
法
に
お
い
て
法
律
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（Rn.  74

）。
ま
た
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
財
団
法
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
の
州
法
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
定
め
る
基
準
が
ド
イ
ツ
全
土
に
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（Rn.  77

）。

4　

学
問
の
代
表
が
十
分
に
関
与
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

　

最
後
に
裁
判
所
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
際
し
て
学
者
が
十
分
に
協
働
す
る
こ
と
（M

itw
irkung

）
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
点

を
指
摘
す
る
（Rn.  81

）。
す
な
わ
ち
（
上
述
の
通
り
）
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
一
八
名
の
構
成
員
の
う
ち
大
学
の
代
表
が
四

名
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
（
総
長
な
ど
の
）
大
学
の
統
轄
部
門
（H

ochschulleitungen

）
で
は
な
い
、
学
者
（die W

issenschaft

）

が
代
表
さ
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
（Rn.  81

）。
ま
た
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
お
い
て
学
問
そ
れ
自
体
の
代
表
が

決
定
的
な
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
構
成
員
は
大
学
の
代
表
が
集
う
大
学
学
長
会
議
お
よ
び

各
州
の
文
部
大
臣
が
集
う
文
部
大
臣
会
議
の
両
者
の
合
意
の
う
え
で
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
行
政
が
拒

否
権
の
地
位
（Vetoposition

）
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
学
問
の
自
由
を
十
分
に
考
慮
す
る
よ
う
な
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全
体
構
造
が
創
出
さ
れ
て
い
な
い
（ebd.

）。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
旧
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
七
条
一
項
一
文
お
よ
び
二
文
な
ら
び
に
七
二
条
二
項
六
文
は
基
本
法
に
合
致
し
な
い
と
認
め
ら

れ
る
が
、
即
時
無
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
公
共
の
利
益
の
重
大
性
に
鑑
み
て
、
裁
判
所
の
決
定
は
、
以
上
の
諸
規
定

―
な

ら
び
に
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
新
Ｎ
Ｒ
Ｗ
大
学
法
の
諸
規
定

―
が
基
本
法
と
合
致
し
な
い
こ
と
の
宣
言
に
留
め
ら
れ
、
立
法
者
は
二
〇
一

七
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
新
た
な
規
定
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

㈢　

決
定
の
位
置
づ
け
と
評
価

　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
学
説
に
お
け
る
議
論
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
が
教
育
内

容
の
外
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ
と
、「
お
役
所
的
」
と
評
さ
れ
る
手
続
き
が
煩
雑
で
高
い
金
銭
的
・
時
間
的
コ
ス
ト

を
伴
う
こ
と
か
ら
、
学
問
の
自
由
へ
の
重
大
な
介
入
で
あ
る
と
す
る
点
で
か
ね
て
よ
り
学
説
の
一
致
が
み
ら
れ
）
28
（
た
。
当
該
介
入
が
正
当
化

さ
れ
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
①
実
体
的
に
も
、
基
本
法
二
三
条
一
項
一
文
（
統
一
さ
れ
た
欧
州
の
実
）
29
（

現
）
あ
る
い
は
基
本
法
一
二
条
一
項

（
養
成
所
選
択
・
職
業
選
択
の
自
由
）
と
い
っ
た
憲
法
ラ
ン
ク
の
対
抗
利
益
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
は
疑
義
が
あ
る
と
一
部
で
指
摘

さ
）
30
（
れ
、
ま
た
、
②
形
式
的
に
は
、
介
入
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
十
分
な
法
律
上
の
規
定
が
な
い
と
す
る
点
で
学
説
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
）
31
（
た
。

ま
た
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
準
定
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
構
成
が
学
問
の
自
由
を
十

分
に
考
慮
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
）
32
（
る
。

　

こ
の
点
、
本
判
決
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
れ
自
体
の
合
憲
性
を
原
則
と
し
て
認
め
つ
つ
も
、
基
本
的
に
学
説
の
主
張
に
沿
っ

た
か
た
ち
で
い
く
つ
か
の
違
憲
性
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
評
釈
で
も
好
意
的
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
）
33
（
る
。
特
に
、
学
問
適
合
性

（W
issenschaftsadäquanz

）
の
観
点
を
強
調
し
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
お
い
て
学
者
代
表
が
持
つ
影
響
力
が
十
分
に
保
障

さ
れ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。
一
九
七
三
年
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
大
学
判
決
か
ら
約
三
〇
年
後
、
連
邦
憲
法
裁



高等教育の質保証と教授の自由

51

判
所
は
二
〇
〇
四
年
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
決
定
に
お
い
て
学
問
の
自
由
の
保
護
レ
ベ
ル
を
下
げ
た
よ
う
に
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
決
定
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
医
科
大
学
決
）
34
（

定
を
経
て
本
決
定
に
至
る
ま
で
、（
決
定
へ
の
学
者
の
十
分
な
参
加
と
い
う
）
組
織
的
・
手
続

的
観
点
を
強
調
し
て
一
貫
し
て
学
問
の
自
由
の
保
護
を
図
っ
て
お
り
、
学
説
上
も
評
価
さ
れ
て
い
）
35
（
る
。

㈣　

決
定
後
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て

―
州
間
協
定
と
そ
の
内
容

　

本
決
定
の
個
別
の
論
点
に
関
す
る
分
析
に
入
る
前
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
受
け
て
導
入
さ
れ
た
新
し
い
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
、
簡
単
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
が
多
い
な
）
36
（
か
、
教
育
課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制

度
に
対
し
て
も
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
利
益
が
あ
る
か
を
疑
問
視
す
る
声
は
多
い
。
も
と
も
と
国
家
の
監
督
に
服
し
て
い
る
国
立
大
学
に

つ
い
て
、
こ
の
批
判
は
特
に
当
て
は
ま
）
37
（
る
。
そ
の
た
め
、
本
決
定
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
そ
れ
自
体
を
原
則
と
し
て
肯
定
し
た

こ
と
に
対
す
る
批
判
的
見
解
も
存
在
）
38
（

し
、（
法
学
の
論
点
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
）
本
決
定
の
約
三
ヶ
月
後
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・

ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙
で
、
三
〇
名
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
が
署
名
し
た
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
反
対
す
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

声
明
」
が
公
表
さ
れ
、
注
目
を
集
め
）
39
（
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
本
決
定
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
大
幅
な
改
革
（
と
り
わ
け
、
大
学
内
部
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
よ

る
外
部
審
査
の
軽
量
化
・
時
間
と
コ
ス
ト
の
削
）
40
（
減
）
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
が
、
結
局
、
裁
判
所
が
定
め
た
新
規
律
の
た
め

の
時
間
的
猶
予
が
短
か
っ
た
こ
と
や
、
諸
州
が
既
存
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
関
を
残
そ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
州
選
挙
が
目
前

に
迫
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
は
行
わ
れ
な
か
っ
）
41
（
た
。
以
下
、
改
革
の
経
緯
と
内
容
を
み
て
い
こ
）
42
（
う
。

　

ま
ず
、
本
決
定
を
受
け
て
州
文
部
大
臣
会
議
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
法
的
根
拠
を
創
出
す
べ
く
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

九
日
、「
ド
イ
ツ
の
大
学
に
お
け
る
学
習
と
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の
共
通
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
組
織
に
関
す
る
州
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間
協
定
（Staatsvertrag

）」（
以
下
、「
協
定
」
と
す
る
）
の
草
案
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
六
日
に
全
州
の
首
相
が
合

意
、
同
年
六
月
一
日
に
署
名
が
行
わ
れ
、
正
式
に
協
定
が
締
結
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
に
発
効
し
た
。

　

協
定
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
①
形
式
的
基
準
と
②
専
門
的
内
容
的
規
準
に
区
別
し
、
前
者
を
二
条
二
項

で
、
後
者
を
同
三
項
で
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
過
去
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
っ
て
、
個
々
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
は
な
く
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
が
自
ら
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
決
定
を
行
う
と
定
め
た
（
三
条
五
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
は
行
政
行
為
で

あ
る
と
さ
れ
る
（
同
四
文
）。
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
存
在
は
一
応
維
持
さ
れ
る
も
の
）
43
（
の
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
あ
く
ま
で
も
鑑
定
書
作
成

の
補
助
を
す
る
機
関
と
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
大
学
と
私
法
上
の
契
約
を
結
ぶ
も
の
と
さ

れ
（
三
条
二
項
二
文
）、
実
質
的
な
決
定
は
行
わ
な
い
。

　

ま
た
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
構
成
も
協
定
九
条
二
項
一
文
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。
協
定
で
は
計
二
三
名
（
う
ち
一
名
は

諮
問
的
な
議
決
権
の
み
を
有
す
る
）
の
う
ち
八
名
が
大
学
教
員
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、（
審
査
基
準
の
う
ち
で
も
）
専
門
的
内
容
的
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
彼
（
女
）
ら
が
二
倍
の
議
決
権
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
た
（
九
条
四
項
）。
し
た
が
っ
て
、
三
〇
票

（
＋
諮
問
的
に
一
票
）
の
う
ち
一
六
票
が
大
学
教
員
の
票
と
な
り
、
過
半
数
基
準
を
満
た
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
協
定
に
よ
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
指
摘
し
た
問
題
点
は
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
も
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
マ
ー
ガ
ー
は
と
り
わ
け
、
①
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
審
査
の
程
度
が
「
信
憑
性
の
審
査
（Plausibilitätskontrolle

）」
に

限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
高
額
の
コ
ス
ト
の
問
題
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
対
し
て
は
、

Ｎ
Ｒ
Ｗ
州
議
会
に
よ
る
議
会
統
制
し
か
及
ば
ず
、
他
州
に
よ
る
民
主
的
統
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
を
指
摘
す
）
44
（

る
。

　

な
お
、
本
決
定
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
近
時
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
代
わ
っ
て
、
大
学
内
部
に

お
け
る
教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
を
審
査
す
る
「
シ
ス
テ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
）
45
（

ン
」
が
よ
り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
協
定
の
一
条
一
項
の
冒
頭
で
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、「
学
習
と
教
育
に
お
け
る
質
の
保
証
と
発
展
は
、
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第
一
次
的
に
大
学
の
任
務
で
あ
る
」。
教
育
課
程
の
質
保
証
に
つ
い
て
、
各
大
学
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
学

問
の
自
由
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
）
46
（

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
シ
ス
テ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
大
学
に
つ
い
て
は
個
別
の
教
育

課
程
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
義
務
を
免
除
す
る
よ
う
な
制
度
形
成
が
望
ま
れ
、
幾
つ
か
の
州
で
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
規
定
が
な
さ

れ
て
い
）
47
（
る
。
も
っ
と
も
、
シ
ス
テ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
し
た
大
学
に
お
い
て
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に

代
わ
っ
て
大
学
の
中
央
行
政
機
関
に
よ
る
教
育
構
造
・
内
容
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
別
の
問
題
が
生
じ
う
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で

あ
）
48
（
る
。

四　

学
問
の
自
由
・
教
授
の
自
由
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
論
点

　

以
下
、
本
決
定
で
問
題
と
な
っ
た
論
点
の
う
ち
と
り
わ
け
重
要
と
考
え
ら
れ
る
、
①
教
授
の
自
由
の
保
障
内
容
、
②
職
業
選
択
の
自
由

に
よ
る
教
授
の
自
由
の
制
約
可
能
性
、
③
学
問
の
自
由
と
立
法
者
の
規
律
、
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

㈠　

教
授
の
自
由
の
保
障
内
容
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
基
本
法
上
保
障
さ
れ
た
教
授
の
自
由
が
何
を
保
障
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
学
説
上
は
、
教
授
の
自
由
の
保
護
内
容
に
つ

き
、「
授
業
（Lehrveranstaltung

）
の
対
象
、
形
式
（
例
え
ば
、
講
義
、
演
習
な
い
し
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）、
方
法
（
素
材
の
選
択
、
構
成
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
か
否
か
）、
内
容
、
時
間
お
よ
び
場
所
に
関
す
る
自
由
な
選
択
」
と
す
る
定
義
で
ほ
ぼ
一
致
が
み
ら
）
49
（

れ
、
本
決
定
も
こ

の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教
授
の
自
由
理
解
に
つ
い
て
は
、
現
実
の
大
学
の
状
況

と
は
ま
っ
た
く
合
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
）
50
（

る
。
そ
も
そ
も
、
大
学
の
「
専
門
大
学
化
（Verfachhochschul

）
51
（

ung

）」
あ
る
い

は
「
学
校
化
（Verschul

）
52
（

ung

）」
が
い
わ
れ
る
こ
ん
に
ち
で
も
な
お
、
学
問
（W

issenschaft

）
を
も
っ
て
研
究
（Forschung

）
と
教
授
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（Lehre

）
の
上
位
概
念
と
し
、
大
学
に
お
け
る
教
授
の
自
由
を
研
究
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
が
問
題

と
な
り
う
る
。
む
し
ろ
、
大
学
が
マ
ス
化
し
た
こ
ん
に
ち
、
教
授
の
自
由
を
（
研
究
の
自
由
と
は
異
な
る
）
独
自
の
基
本
権
と
し
て
捉
え
直

す
べ
き
と
の
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
）
53
（
が
、
通
説
・
判
例
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
通
説
・
判
例
に
お
い
て
も
、
基
本
法
五
条
三
項
一
文
の
解
釈
で
よ
く
語
ら
れ
る
「
研
究
と
教
育
の
統
一
（Einheit

）」
と
い

う
フ
ン
ボ
ル
ト
的
（
な
い
し
ド
イ
ツ
観
念
論
的
）
構
想
は
相
対
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
第
一
に
、
職
業
教
育
を
重
視
す
る
専
門
大
学
で
従
事
す

る
教
）
54
（
員
が
、
基
本
法
上
の
学
問
の
自
由
を
享
有
す
る
か
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
学
説
上
否
定
的
な
見
解
が
存
在
し
た
）
55
（
が
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
は
二
〇
一
〇
年
の
決
定
で
こ
れ
を
原
則
と
し
て
肯
定
し
、
学
説
も
通
説
は
こ
れ
を
肯
定
す
）
56
（

る
。
第
二
に
、
い
く
つ
か
の
州
で
近
時
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
授
業
特
化
教
授
職
（Lehrprofessur

）」
が
、
学
問
の
自
由
が
前
提
と
す
る
「
研
究
と
教
授
の
統
一
」
を
崩
す
も

の
と
し
て
違
憲
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、
通
説
は
そ
れ
を
頭
ご
な
し
に
違
憲
と
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
）
57
（

い
。
も
っ
と
も
、
い

く
ら
研
究
と
教
授
の
結
び
つ
き
が
相
対
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
上
級
学
年
の
教
員
に
教
授
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
の

見
解
は
依
然
と
し
て
少
数
説
に
留
ま
）
58
（

る
。

㈡　

職
業
選
択
の
自
由
に
よ
る
教
授
の
自
由
の
制
約
可
能
性

　

わ
が
国
の
憲
法
学
か
ら
本
決
定
の
論
理
を
み
た
場
合
に
最
も
奇
異
に
う
つ
る
の
は
お
そ
ら
く
、
教
授
の
自
由
へ
の
介
入
が
、
基
本
法
一

二
条
一
項
（
訓
練
所
選
択
・
職
業
選
択
の
自
由
）
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
さ
れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
で
は
い
か
な
る
分
野
で
あ
れ
、
大
学
の
教
育
課
程
の
修
了
認
定
が
職
業
に
就
く
能
力
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が

存
在
す
る
。
例
え
ば
大
学
大
綱
法
一
〇
条
一
項
一
文
は
、「
教
育
課
程
は
原
則
と
し
て
、
職
業
に
就
く
能
力
を
証
明
す
る
修
了
認
定

（berufsqualifizierender Abschluß

）
で
終
わ
る
」
と
定
め
る
。
ま
た
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
七
二
年
の
入
学
定
員
判
決
に
お
い
て

〈
①
（
大
学
等
で
の
）
訓
練

0

0

（Ausbildung

）
―
②
職
業
選
択

0

0

0

0

―
③
職
業
遂
行

0

0

0

0

〉
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
っ
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て
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
）
59
（
り
、
そ
の
限
り
で
、
職
業
遂
行
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
家
が
そ
の
構

造
・
質
に
つ
い
て
必
要
な
最
小
限
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
も
正
当
と
解
さ
れ
）
60
（

る
。
こ
の
点
さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
一
九
九

五
年
の
決
定
で
、「
大
学
は
学
問
の
維
持
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
特
定
の
職
業
の
た
め
の
養
成
所
（Ausbildungsstätte

）
と
し
て
の
機

能
も
有
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
訓
練
を
受
け
る
者
の
基
本
権
的
地
位
に
鑑
み
て
、
立
法
者
に
「
共
同
責
任
（M

itverantw
ortung

）」
が

生
じ
る
と
し
て
い
た
（
基
本
法
一
二
条
か
ら
生
じ
る
国
家
の
基
本
権
保
護
義
）
61
（

務
）。
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
が
大
学
教
員
の
教
授
の
自
由
を
一

定
程
度
で
制
約
し
う
る
と
い
う
理
解
は
学
説
で
も
共
有
さ
れ
て
お
）
62
（
り
、
本
判
決
の
当
該
判
示
部
分
に
根
本
的
な
異
議
申
立
は
見
ら
れ
な
い）

63
（

。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
で
は
そ
も
そ
も
大
学
の
修
了
認
定
・
学
位
授
与
は
、
憲
法
二
二
条
一
項
の
職
業
選
択
の
自
由
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
な
い
。
特
に
医
学
部
や
獣
医
学
部
、
法
科
大
学
院
な
ど
、
そ
れ
自
体
職
業
選
択
と
結
び
つ
い
た
分
野
で
は
、
そ
の
入
口
の
規
制
や

単
位
の
不
認
定
が
そ
の
ま
ま
職
業
選
択
の
規
制
と
な
り
う
る
た
め
、
本
来
、
憲
法
二
二
条
と
の
関
連
で
審
査
さ
れ
う
る
と
解
さ
れ
る
）
64
（

が
、

通
説
は
、
同
条
が
「
職
業
に
か
か
わ
る
…
…
す
べ
て
の
段
階
の
行
為
の
決
定
を
保
障
」
す
る
と
し
つ
）
65
（
つ
、
大
学
入
試
や
教
育
内
容
・
試
験

内
容
、
単
位
認
定
の
問
題
に
つ
い
て
同
条
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
群
馬
大
学
医
学

部
入
学
許
可
請
求
事
件
（
東
京
高
判
平
成
一
九
・
三
・
二
九
判
時
一
九
七
九
号
七
〇
頁
）
で
は
、
合
否
判
定
権
の
行
使
に
お
け
る
平
等
原
則
違

反
の
み
な
ら
ず
、
原
告
の
職
業
選
択
の
自
由
と
の
関
連
で
も
審
査
を
行
う
べ
き
（
な
い
し
、
原
告
代
理
人
は
そ
れ
を
主
張
す
べ
き
）
で
は
な

か
っ
た
）
66
（
か
。
そ
も
そ
も
、
大
学
の
教
育
内
容
・
試
験
内
容
と
職
業
選
択
（
な
い
し
職
業
遂
行
）
の
自
由
の
あ
い
だ
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
医
学
部
や
法
科
大
学
院
な
ど
に
お
け
る
教
授
の
自
由
に
対
す
る
強
度
の
制
約
（
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
）
は
、
憲
法
上
正

当
化
さ
れ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
旭
川
学
テ
事
件
判
決
（
最
大
判
昭
和
五
一
・
五
・
二
一
刑
集
三
〇
巻
五
号
六
一
五
頁
）

に
な
ら
っ
て
、
大
学
で
の
教
育
も
ま
た
、
少
な
く
と
も
国
家
資
格
と
そ
れ
が
結
び
つ
く
限
り
で
、
教
育
を
施
す
者
の
支
配
的
権
能
で
は
な

く
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
学
生
の
学
習
を
す
る
権
利
（
憲
法
二
六
条
）
に
対
応
し
、
そ
の
充
足
を
は
か
り
う
る
立
場
に
あ
る
者
の
「
責
務
」
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で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
で
、
大
学
教
員
の
教
授
の
自
由
も

―
中
学
・
高
等
学
校
の
教
員
の
そ
れ
と
同
様

―
「
一
定
の
範
囲
に
お
け
る

教
授
の
自
由
」
で
し
か
な
い
と
解
し
て
反
論
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
）
67
（

う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
結
局
の
と
こ
ろ
、

憲
法
二
三
条
の
教
授
の
自
由
を
憲
法
上
の
〈
権
利
〉
か
ら
教
員
の
単
な
る
〈
権
能
〉
へ
と
変
容
さ
せ
る
。

　

あ
る
論
者
は
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
「
四
分
三
三
秒
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
な
ぜ
、
学
生
を
前
に
九
〇
分
間
沈
黙
す
る
自
由
が

（
憲
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
）
教
授
の
自
由
か
ら
導
か
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
興
味
深
い
問
い
を
立
て
）
68
（

る
。
こ
こ
で
、
教
授
の
自
由
は
そ
も

そ
も
「
枠
の
な
か
で
の
」
自
由
で
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
学
問
の
自
由
な
い
し
教
授
の
自

由
は
、
同
僚
集
団
に
よ
っ
て
能
力
を
認
め
ら
れ
た
者
に
課
さ
れ
た
職
責
と
し
て
の
自
由
で
あ
り
、
ゆ
え
に
職
責
懈
怠
は
自
由
の
濫
用
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
）
69
（
る
。
そ
し
て
、
教
授
の
自
由
が
「
一
定
の
範
囲
に
お
け
る
」、「
枠
の
な
か
で
の
」
自
由
で
は

な
い
と
す
れ
ば
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
措
置
に
よ
っ
て
そ
れ
が
制
約
さ
れ
る
根
拠
は
、
や
は
り
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
に
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
）
70
（
か
。
こ
の
点
は
ま
た
本
稿
の
最
後
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
す
る
。

㈢　

学
問
固
有
の
理
性
と
立
法
者
に
よ
る
規
律

　

本
決
定
に
お
け
る
違
憲
判
断
の
直
接
の
理
由
は
、
法
律
の
留
保
違
反
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
問
の
自
由
は
む
し
ろ
本
来
、
専
門
家
で

は
な
い
立
法
者
が
研
究
・
教
授
に
関
す
る
事
項
を
規
律
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
、
決
定
の
理
由
づ
け
は
周
到
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
「
学
問
の
固
有
理
性
」
が
基
本
権
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
立
法
者
は
み
ず
か
ら
教
育
内
容
に
つ
い

て
の
詳
細
な
規
準
を
立
て
て
は
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
手
続
き
お
よ
び
制
度
を
通
じ
て
学
問
の
自
由
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、「
基
本
権
に
関
連
す
る
評
価
的
決
定
に
つ
い
て
、
誰
が
そ
れ
を
下
し
、
手
続
き
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

る
か
」
が
規
律
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
重
視
す
る
の
は
、
手
続
き
お
よ
び
組
織
に
お
け
る
学

者
の
十
分
な
関
与
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
授
の
自
由
に
対
す
る
危
険
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
点
、
問
題
と
な
っ
た
法
で
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
が
全
く
規
定
さ
れ
ず
、
そ
の
手
続
き
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
法

的
性
質
、
鑑
定
グ
ル
ー
プ
の
決
定
の
拘
束
力
な
ど
、
学
問
の
自
由
に
関
連
す
る
肝
心
な
部
分
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
法
の
根
拠
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
た
の
は
当
然
と
い
え
る
。
む
し
ろ
決
定
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
立

法
者
が
、（
み
ず
か
ら
詳
細
な
基
準
を
定
立
す
る
の
で
は
な
く
）
教
授
の
自
由
に
対
す
る
危
険
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
な
手
続
き
お
よ
び
組
織
を

構
築
す
る
義
務
を
負
う
と
と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
法
に
よ
る
解
決
は
、
学
問
の
自
由
保
障
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
特
に

本
件
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ク
タ
ー
の
関
与
に
よ
っ
て
責
任
の
所
在
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
領
域
に
お
い
て
、
民
主
的
正
統
性
と

そ
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

五　

結
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
を
直
接
の
素
材
と
し
て
、
こ
ん
に
ち
の
大

学
に
お
け
る
教
授
の
自
由
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
今
後

の
検
討
の
課
題
を
描
出
し
て
本
稿
の
結
び
に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
学
問
の
自
由
と
の
関
連
で
検
討
す
べ
き
第
一
の
課
題
は
、
高
等
教
育
分
野
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
家
の
撤
退
で
あ
る
。

江
原
武
一
は
「
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
大
き
な
特
徴
」
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
国
民
国
家
の
内
部
に
集
中
し
て
い
た
教
育
に
関
す
る
意

思
決
定
や
管
理
運
営
が
、
欧
州
連
合
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
な
ど
の
国
境
を
越
え
た
国
家
連
合
組
織
と
か
、
市
場
や

非
公
式
の
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
超
国
家
的
な
組
織
へ
拡
散
し
て
き
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
）
71
（
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
挙
げ
た
地
域
規

約
の
締
結
も
そ
の
一
つ
の
証
左
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、「
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ン
キ
ン
グ
」
や

「
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
い
っ
た
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
わ
が
国
の
高
等
教
育
政
策
な
い
し
個
々
の
大
学
の
運
営
方
針
に
少
な
か



法学政治学論究　第119号（2018.12）

58

ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
ん
に
ち
で
は
学
問
の
自
由
が
（
国
家
の
み
な
ら
ず
）
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ク
タ
ー

な
い
し
市
場
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憲
法
学
は
適
切
に
認
識
し
、
問
題
に
自
覚
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。

　

第
二
に
、
特
に
教
授
の
自
由
と
の
関
連
で
、
高
等
教
育
と
職
業
教
育
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
深
い
検
討
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
わ
が
国
で
は
二
〇
一
七
年
の
学
校
教
育
法
改
正
に
よ
り
「
専
門
職
大
学
」
の
設
立
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
（
学
校
教
育
法
八
三
条
の
二
）、
こ
の
点
の
議
論
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
専
門
職
大
学
は
、
企
業
内
実
習
、

実
務
家
教
員
な
ど
産
業
界
と
の
強
い
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
他
方
で
、
既
存
の
大
学
に
お
い
て
も
す

で
に
職
業
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
近
時
で
は
政
府
が
、
学
生
の
奨
学
金
・

授
業
料
減
免
な
ど
の
支
援
策
を
持
ち
出
し
て
、
大
学
に
対
し
実
務
家
教
員
の
受
け
入
れ
や
、
理
論
重
視
か
ら
実
学
重
視
へ
と
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
あ
）
72
（
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
か
ら
す
る
と
、「
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知
識
を
授
け

る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
」
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
他
の
一
般
の
大
学
も
ま
た
、
職
業
教
育
の
場
へ
と
転
換
が
図

ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
大
学
が
担
っ
て
い
る
任
務
は
多
様
で
あ
）
73
（

り
、
そ
れ
は
学
部
・
学
科
や
時
代
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
。
当
該
分
野
に
お
け

る
専
門
知
識
を
伝
え
、
将
来
世
代
の
研
究
者
を
育
成
す
る
こ
と
、
研
究
を
通
じ
て
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
、
様
々
な
社
会
問

題
に
つ
い
て
の
解
決
策
を
研
究
し
、
社
会
に
広
く
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
、
民
主
政
治
に
参
加
す
る
基
礎
的
な
能
力
を
学
生
に
身
に
着
け
さ

せ
る
こ
と
、
専
門
的
学
び
を
通
じ
て
個
人
の
人
格
発
展
を
促
す
こ
と
な
ど
は
大
学
の
基
礎
的
任
務
と
い
え
る
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
学
生

が
職
業
を
選
択
し
て
そ
れ
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
伝
え
る
こ
と
も
、
大
学
が
担
う
任
務
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し

え
な
い
。（
特
に
人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
分
野
に
お
い
て
）
職
業
あ
る
い
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
で
教
育
内
容
の
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ

ん
に
ち
、
社
会
に
お
け
る
大
学
の
位
置
づ
け
と
そ
の
任
務
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ
と
が
、
憲
法
学
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
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よ
う
。

　

大
学
に
お
け
る
教
授
の
自
由
が
時
代
と
と
も
に
狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
制
約
の
正
当
化
可

能
性
を
考
え
る
た
め
に
は
、
憲
法
上
の
教
授
の
自
由
の
意
義
、
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
と
な
ら
ん
で
、
大
学
と
い
う
組
織
の
グ
ラ
ン

ド
・
デ
ザ
イ
ン
を
い
ま
一
度
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

（
1
）  

管
見
の
限
り
で
唯
一
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
憲
法
上
の
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
宍
戸
常
寿
『
憲
法
解
釈
論
の
応
用
と
展
開

〔
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
五
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）  BVerfG, Beschluss vom

 17.2.2016, 1 BvL 8/10, BVerfG
E 141, 143.

（
3
）  

ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
評
価
（Evaluation

）、
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
（Audit

）
の
異
同
に
つ
き
、W

issen-
schaftsrat, Em

pfehlungen zur Akkreditierung als Instrum
ent der Q

ualitätssicherung, 2012, S. 22 ff.; K. W
ilhelm

, Verfassungs- 
und verw

altungsrechtliche Fragen der A
kkreditierung von Studiengängen, 2009, S. 83 ff.; D. Im

m
er, Rechtsproblem

e der  
Akkreditierung von Studiengängen, 2013, S. 29 ff.

（
4
）  

参
照
、
鈴
木
勲
編
著
『
逐
条　

学
校
教
育
法
〔
第
八
次
改
訂
版
〕』（
学
陽
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
一
〇
〇
二
頁
。
よ
り
詳
し
く
は
、
羽
田
貴
史

「
日
本
に
お
け
る
評
価
制
度
の
現
実
」
同
編
『
高
等
教
育
質
保
証
の
国
際
比
較
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
五
九
頁
以
下
。

（
5
）  

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
前
史
と
し
て
の
「
欧
州
地
域
の
高
等
教
育
に
関
す
る
資
格
認
証
条
約
」
の
採
択
（
一
九
九
七
年
）、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

宣
言
の
採
択
（
一
九
九
八
年
）
に
つ
き
、W

ilhelm
 （Fn. 3

）, S. 27 ff.

（
6
）  

批
判
と
し
て
、J. Lege, D

ie Akkreditierung von Studiengängen, JZ 2005, 698 

（699

）; U
. M

ager, D
ie U

niversität im
 Zeichen 

von Ö
konom

isierung und Internationalisierung, V
V
D
StRL 65 

（2006

）, S. 274 

（307

）; M
. Ruffert, in: Calliess/ders. 

（H
rsg

）, 
EU

V
/AEU

V, 5. Aufl. 2016, AEU
V
 Art. 165 Rn. 22, 27. 

肯
定
的
な
も
の
と
し
て
、H

.-J. Blanke, in: G
rabitz/H

ilf/N
ettesheim

 

（H
rsg.

）, D
as Recht der EU, AEU

V
 Art. 165 Rn. 111 （Stand: Januar 2016

）.

（
7
）  M

. N
iedobitek, in: Streinz （H

rsg.

）, EU
V
/AEU

V, 2. Aufl. 2012, Rn. 27 ff.

（
8
）  

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
、
①
大
学
の
内
部
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
そ
れ
自
体
を
審
査
す
る
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（「
シ
ス
テ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（System

akkreditierung
）」）、
さ
ら
に
、
②
大
学
施
設
そ
れ
自
体
の
適
格
審
査
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「
制
度
的
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
（institutionelle Akkreditierung

）」
が
あ
る
。
前
者
は
、
教
育
・
学
習
の
質
保
証
に
つ
い
て
は
第
一
次
的

に
大
学
自
身
が
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
二
〇
〇
七
年
に
導
入
さ
れ
た
。
審
査
主
体
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
同
様
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
／
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
学
術
審
議
会
（W

issen- 
schaftsrat

）
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
、
二
〇
〇
一
年
の
導
入
後
、
私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
の
質
を
保
証
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
9
）  
大
学
領
域
で
の
連
邦
と
州
の
権
限
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。
も
と
も
と
制
定
当
時
の
基
本
法
は
教
育
に
関
す
る
権
限
を
全
面
的
に
州
に
委
ね
て
い

た
が
、
学
生
運
動
の
影
響
も
あ
り
、
一
九
六
九
年
五
月
の
基
本
法
改
正
で
「
大
学
制
度
の
一
般
的
諸
原
則
」
に
関
す
る
大
綱
的
規
定
を
発
布
す
る

権
限
が
連
邦
に
与
え
ら
れ
た
（
旧
・
基
本
法
七
五
条
一
ａ
号
）。
こ
れ
に
基
づ
き
一
九
七
六
年
に
大
学
大
綱
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
た
が
、
根
拠

と
な
っ
た
基
本
法
七
五
条
は
、
第
一
次
連
邦
制
改
革
の
な
か
で
、
二
〇
〇
六
年
八
月
の
基
本
法
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
（
も
っ
と
も
そ
の
際
、

「
大
学
入
学
許
可
お
よ
び
大
学
修
了
認
定
」
に
つ
い
て
は
、
連
邦
と
州
の
競
合
立
法
権
限
と
し
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
（
基
本
法
七
四
条
一
項
三

三
号
））。
し
か
し
、
大
学
大
綱
法
は
い
ま
だ
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
基
本
法
一
二
五
ａ
条
お
よ
び
一
二
五
ｂ
条
に
し
た
が
い
、
連
邦
法
と
し

て
の
効
力
を
い
ま
だ
有
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
同
条
に
し
た
が
い
、
州
は
独
自
の
立
法
に
よ
っ
て
大
学
大
綱
法
と
異
な
る
規
律
を
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
実
務
上
は
、
後
述
の
州
文
部
大
臣
会
議
（
Ｋ
Ｍ
Ｋ
）
の
決
定
が
ド
イ
ツ
全
土
に
わ
た
る
教
育
政
策
の
統
一
的
指
針
と
し
て

重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

（
10
）  

大
学
大
綱
法
の
第
四
次
改
正
の
根
本
に
は
さ
ら
に
、
規
制
緩
和
の
発
想
、
民
間
企
業
に
お
け
る
経
営
手
法
な
ど
を
公
共
部
門
に
適
用
し
よ
う
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
発
想
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
詳
し
く
はW

. Kahl, H
ochschule und Staat, 2004, S. 94 ff.

（
11
）  

一
九
条
で
は
当
初
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
・
マ
ス
タ
ー
の
課
程
が
「
試
験
的
に
…
…
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
二

年
の
第
六
次
改
正
で
「
試
験
的
に
」
の
語
が
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、「
で
き
る
（können

）」
の
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
七
／
一
八
年
現

在
、
全
て
の
教
育
課
程
の
う
ち
九
一
・
四
％
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
な
い
し
マ
ス
タ
ー
課
程
と
な
っ
て
い
る
。H

RK, Statistische D
aten zu Studien-

angeboten an H
ochschulen in D

eutschland, W
S 2017/2018, 2017, S. 7.

（
12
）  

大
学
学
長
会
議
（H

ochschulrektorenkonferenz 

﹇
Ｈ
Ｒ
Ｋ
﹈）
は
、
国
立
な
い
し
国
家
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
が
自
発
的
に
集

ま
っ
て
結
成
さ
れ
る
連
合
で
あ
り
、
各
高
等
教
育
機
関
の
総
長
お
よ
び
学
長
の
代
表
が
参
加
す
る
。
一
九
四
九
年
に
西
ド
イ
ツ
学
長
会
議

（W
estdeutsche Rektorenkonferenz 

﹇
Ｗ
Ｒ
Ｋ
﹈）
と
し
て
活
動
を
始
め
、
一
九
九
〇
年
、
旧
東
独
の
学
術
機
関
を
加
盟
さ
せ
る
の
に
伴
っ
て

現
在
の
名
に
変
更
し
た
。
現
在
、
大
学
学
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
高
等
教
育
機
関
の
数
は
二
六
八
に
上
り
、
加
盟
機
関
の
在
学
生
だ
け
で
ド
イ

ツ
国
内
の
在
学
生
の
九
四
％
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。
大
学
学
長
会
議
の
活
動
目
的
は
、
①
高
等
教
育
政
策
に
お
け
る
意
見
形
成
と
政
治
的
代
表
、
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②
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
基
礎
の
形
成
お
よ
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
、
③
大
学
お
よ
び
公
衆
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
国
際
化
や
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
）
と
い
う
三
点
に
あ
る
。
参
照
、https://w

w
w.hrk.de/
（
13
）  H

RK, Akkreditierungsverfahren, Entschließung des 185. Plenum
s vom

 6. Juli 1998.
（
14
）  
州
文
部
大
臣
会
議
（Kultusm

inisterkonferenz 

﹇
Ｋ
Ｍ
Ｋ
﹈、
正
式
名
称
は
、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
州
文
部
大
臣
に
よ
る
常
設
会
議
」）
は
、

教
育
・
研
究
・
文
化
の
領
域
に
お
け
る
最
低
限
の
統
一
性
・
比
較
可
能
性
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
全
土
に
お
け
る
人
の
移
動
を
可
能
と
し
、

生
活
環
境
の
同
等
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
各
州
の
文
部
大
臣
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
る
会
議
。
会
議
で
は
各
州
が
一
票
を
有
す
る
。
基
本
法
上
、

教
育
や
文
化
の
規
律
は
州
権
限
に
属
す
る
た
め
、
州
文
部
大
臣
会
議
は
州
に
よ
る
自
発
的
な
協
力
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
決
議

が
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
州
間
協
定
（Staatsabkom

m
en

）
の
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
だ
が
、
実
際
に
は
決
定
事
項
の
ほ
と
ん
ど
が

政
治
的
義
務
な
い
し
指
針
と
し
て
各
州
の
教
育
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、https://w

w
w.km

k.org/

（
15
）  KM

K-Beschluss vom
 3.12.1998, „Einführung eines A

kkreditierungsverfahrens für Bachelor-/Bakkalaureus- und M
aster-/

M
agisterstudiengänge

“, S. 3 ff.

（
16
）  

指
摘
と
し
て
例
え
ば
、Lege （Fn. 6

）, S. 699 f.; W
ilhelm

 （Fn. 3

）, S. 86.

（
17
）  

本
稿
で
はH

ochschule

とU
niversität

を
い
ず
れ
も
「
大
学
」
と
訳
し
、
い
ず
れ
を
指
す
か
が
問
題
と
な
る
個
所
で
は
カ
ッ
コ
書
き
で
後
ろ

に
原
語
を
付
す
か
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ジ
テ
ー
ト
」
と
表
記
し
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、Fachhochschule

は
「
専
門
大
学
」

と
訳
し
た
。

（
18
）  

以
下
の
記
述
に
つ
き
、W

ilhelm
 （Fn. 3

）, S. 130 ff. 

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
記
述
し
た
よ
う
な
手
続
き
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
開

始
以
来
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は
、
州
文
部
大
臣
会
議
お
よ
び
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
の
決
議
や
そ
の
変

更
に
よ
っ
て
、
手
続
き
は
部
分
的
に
変
化
し
て
い
る
。

（
19
）  

統
計
はW

issenschaftsrat, Em
pfehlungen zur Akkreditierung als Instrum

ent der Q
ualitätssicherung, 2012, S. 36 f.

に
よ
る
。

（
20
）  

参
照
、C. H

eitsch, Verfassungs- und verw
altungsrechtliche Fragen der Akkreditierung von Studiengängen, D

Ö
V
 2007, S. 770  

（771

）; A
kkreditierungsrat, Beschluss vom

 08.12.2009 i.d.F. vom
 20.02.2013, „Regeln für die Akkreditierung von Studiengängen  

und für die System
akkreditierung

“, S. 11 ff.

（
21
）  KM

K-Beschluss vom
 3.12.1998, „Einführung

“ （Fn. 15

）, S. 3 unter Punkt 3.

（
22
）  KM

K-Beschluss vom
 24.5.2002 i.d.F. vom

 15.10.2004, „Statut für ein länder- und hochschulübergreifendes Akkreditierungs-
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verfahren

“, Ziffer I. 2. （2

）.

（
23
）  SRH

 H
ochschule für Logistik und W

irtschaft H
am

m
. 

同
校
は
二
〇
〇
五
年
にSRH

 Fachhochschule H
am

m

と
し
て
創
設
さ
れ
、

二
〇
〇
九
年
よ
り
現
在
の
名
称
に
変
更
し
て
い
る
。

（
24
）  
こ
こ
で
の
数
字
は
す
べ
て
連
邦
統
計
局
の
デ
ー
タ
（https://w

w
w.destatis.de/

）
に
依
っ
て
い
る
。

（
25
）  
例
え
ばM

. Fehling, H
ochschule, in: ders./Ruffert 

（H
rsg.

）, Regulierungsrecht, 2010, 

§ 17 Rn. 3. 

批
判
的
に
扱
う
も
の
と
し
て
、

D. Krausnick, Staat und H
ochschule im

 G
ew

ährleistungsstaat, 2012, S. 357 ff. 

な
お
私
立
大
学
の
設
立
に
際
し
て
は
、
教
育
課
程
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
に
、
学
術
審
議
会
に
よ
る
制
度
的
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

る
。
前
掲
注
（
8
）。

（
26
）  

な
お
、
判
決
中
に
「
大
学
の
自
治
」
の
語
は
出
て
こ
な
い
。
学
説
上
、
教
育
課
程
の
創
設
・
遂
行
が
大
学
の
自
己
行
政
権
の
核
心
に
属
す
る
と

述
べ
る
も
の
と
し
て
、A

. Pautsch, Rechtsfragen der Akkreditierung, W
issR 38 

（2005

）, S. 200 

（213

）; R. M
üller-Terpitz, Verfas-

sungsrechtliche Im
plikationen der Akkreditierungsverfahren, W

issR 42 （2009

）, S. 116 （120

）. 

さ
ら
に
、
学
者
の
権
利
と
同
時
に
大

学
の
自
治
へ
の
介
入
を
み
る
も
の
と
し
て
、U

. Q
uapp, Akkreditierung: Ein Abgesang auf die W

issenschaftsfreiheit?, D
Ö
V
 2011, 68 

（71

）; U
. M

ager, Ist die A
kkreditierung von Studiengängen an H

ochschulen des Landes Baden-W
ürttem

berg verfassungs-
gem

äß?, V
BlBW

 2009, 9 （15

）.

（
27
）  

権
限
受
任
者
（Beliehene

）
は
、
特
定
の
行
政
任
務
を
国
家
が
み
ず
か
ら
遂
行
す
る
の
で
は
な
く
、
法
的
に
独
立
し
た
他
の
組
織
に
委
ね
る

「
間
接
的
国
家
行
政
（m

ittelbare Staatsverw
altung

）」
の
分
野
に
お
い
て
登
場
す
る
。
権
限
受
任
者
は
私
法
上
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
行
政
主
体
（Verw

altungsträger
）
か
ら
の
権
限
委
任
（Beleihung

）

―
こ
れ
に
は
具
体
的
な
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
と
な

る

―
を
通
じ
て
、
自
己
の
名
前
に
お
い
て
特
定
の
行
政
任
務
を
高
権
的
に
遂
行
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。
権
限
受
任
者
は
あ
く
ま
で
も
私
法

上
の
法
主
体
で
あ
る
が
、
限
定
的
な
範
囲
で
高
権
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
際
、
行
政
手
続
法
一
条
四
項
に
い
う
行
政
庁 

（Behörde

）
と
し
て
行
動
す
る
。
与
え
ら
れ
た
権
限
の
内
部
で
は
、
行
政
行
為
を
発
布
し
、
行
政
契
約
を
結
び
、
料
金
（G

ebühren

）
を
徴
収

し
、
そ
の
他
の
高
権
的
な
措
置
を
採
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
取
消
訴
訟
そ
の
他
の
行
政
訴
訟
は
、
受
任
者
に
対
し
て
直
接
提
起
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。H

. M
aurer/C. W

aldhoff, Allgem
eines Verw

altungsrecht, 19. Aufl. 2017, 

§ 23 Rn. 1, 63 ff.

（
28
）  Lege （Fn. 6

）, S. 703; Pautsch, Rechtsfragen （Fn. 26

）, S. 213; W
. H

öfling, D
ie Lehrfreiheit: G

efährdungen eines G
rundrechts 

durch die neuere H
ochschulrechtsentw

icklung?, W
issR 41 

（2008

）, S. 92 
（100

）; M
ager, A

kkreditierung 

（Fn. 26

）, S. 12;  
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M
üller-Terpitz, Im

plikationen 

（Fn. 26

）, S. 120; Q
uapp, Akkreditierung 

（Fn. 26

）, S. 70. 

ま
た
、C. H

eitsch, Rechtsnatur der  
Akkreditierungsentscheidungen/Prozessuale Fragen, W

issR 42 （2009

）, 136 （155 ff.

） 

は
、
介
入
を
認
め
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
基
準
を
基
本
権
適
合
的
に
解
釈
す
る
必
要
性
を
主
張
す
る
。

（
29
）   M

üller-Terpitz, Im
plikationen 

（Fn. 26

）, S. 123 

は
管
見
の
限
り
で
唯
一
、
基
本
法
二
三
条
一
項
一
文
の
国
家
目
標
に
よ
る
正
当
化
を
可

能
と
す
る
。

（
30
）  Q

uapp, Akkreditierung （Fn. 26

）, S. 71 f.; M
ager, Akkreditierung （Fn. 26

） S. 14 f. 

な
ど
。

（
31
）  Lege 
（Fn. 6

）, S. 703 f.; Pautsch, Rechtsfragen 

（Fn. 26

）, S. 213; M
ager, Akkreditierung 

（Fn. 26

））, S. 12 f.; R. Brinktrine, 
Akkreditierungsverfahren und -m

odelle nach M
aßgabe des H

ochschulrechts der Länder, W
issR 42 

（2009

）, S. 164 

（188 f.

）; 
Im

m
er 

（Fn. 3
）, S. 317 ff. 

例
外
と
し
て
、M
üller-Terpitz, Im

plikationen 

（Fn. 26

）, S. 123; S. M
eyer, Akkreditierungssystem

  
verfassungsw

idrig?, N
V
w
Z 2010, 1010 （1011

）.

（
32
）  M

eyer （Fn. 31

）, S. 1012; Im
m
er, Rechtsproblem

e （Fn. 3

）, S. 322.

（
33
）  

こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
も
の
の
ほ
か
、A

. M
usil, Verfassungsfragen der Akkreditierung von Studiengängen an H

ochschulen, in: 
Knopp/W

olff （H
rsg.

）, FS Peine, 2016, S. 333 （346

）.

（
34
）  

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
決
定
に
つ
き
、
栗
島
智
明
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
年
の
大
学
改
革
と
学
問
の
自
由

―
「
学
問
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
憲
法

適
合
性
を
め
ぐ
っ
て
」
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
一
〇
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
三
三
頁
、
二
四
五
頁
以
下
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
決
定
に

つ
い
て
は
、
同
二
四
九
頁
以
下
。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
医
科
大
学
決
定
に
つ
い
て
は
、
栗
島
智
明
「
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
（
一
七
一
）
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
大
学
構
造
改
革
と
学
問
の
自
由
」
自
治
研
究
九
一
巻
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
四
五
頁
以
下
。

（
35
）  R. M

üller-Terpitz, D
ie Zukunft der Akkreditierung nach der bundesverfassungsgerichtlichen Entscheidung vom

 17. Februar 
2016, RdJB 2017, S. 23 

（28

）; F. H
ufen, Anm

erkung, JuS 2016, 855 

（857 f.

）; M
.-E. G

eis, D
as Bundesverfassungsgericht zur 

Akkreditierung, O
dW

 2016, S. 193 （198

）. 

も
っ
と
も
、U

. Q
uapp, Zur Zukunft der Studiengangsakkreditierung, D

Ö
V
 2017, 271 

（275

） 

は
、
判
決
が
他
の
介
入
度
の
低
い
手
段
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
採
ら
な
い
こ
と
が
立
法
者
の
制
度
形
成
の
余
地
の
範
囲
内
だ
と
し

た
点
を
批
判
す
る
。

（
36
）  

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
批
判
さ
れ
る
問
題
点
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
要
点
だ
け
を
述
べ
れ
ば
、
①
六
〜
八
セ
メ
ス
タ
ー
で
得
ら

れ
る
学
士
号
は
、
研
究
は
お
ろ
か
、
職
業
を
始
め
る
た
め
に
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
②
（
多
く
の
分
野
で
）
修
士
課
程
ま
で
進
む
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こ
と
が
望
ま
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
修
士
課
程
の
入
学
定
員
枠
は
足
り
て
い
な
い
た
め
、
学
士
課
程
の
み
で
学
業
を
終
え
る
者
が
少

な
く
な
い
こ
と
、
③
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
に
よ
っ
て
大
学
の
授
業
は
硬
直
化
さ
れ
、
学
生
の
授
業
選

択
の
自
由
は
少
な
く
な
り
、
多
く
の
出
席
義
務
が
課
さ
れ
、
ま
た
試
験
対
策
に
追
わ
れ
て
主
体
的
な
勉
学
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
④
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
窮
屈
に
な
っ
た
結
果
、
む
し
ろ
大
学
間
の
移
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
参
照
、M

. W
inter, Bologna - 

die ungeliebte Reform
 und ihre Folgen 

（31.3.2015

）, abrufbar unter: http://w
w
w.bpb.de/gesellschaft/bildung/zukunft bildung/

 
204075/bologna-folgen?p=all

。
ち
な
み
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
バ
チ
ェ
ラ
ー
／
マ
ス
タ
ー
の
構
造
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で

教
育
組
織
に
つ
い
て
の
自
己
決
定
権
（
基
本
法
五
条
三
項
一
文
）
が
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
、
ボ
ー
フ
ム
大
学
の
経
済
学
部
は
憲
法
異
議
申
立
を
提

起
し
た
が
、「
基
本
的
な
憲
法
上
の
意
義
」（
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
93
ａ
条
2
項
ａ
）
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
不
受
理
決
定
が
下
さ
れ
て
い
る
。

BVerfG
 （K

）, Beschl. v. 07.08.2007, 1 BvR 2667/05.

（
37
）  M

ager, Akkreditierung （Fn. 26

）, S. 14.

（
38
）  Q

uapp, Zukunft （Fn. 35
）.

（
39
）  H

eidelberger Aufruf gegen die Akkreditierung, in: FAZ vom
 11.05.2016, S. 4.

（
40
）  

そ
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
す
提
言
と
し
て
、D

H
V, Eckpunktepapier zur N

euordnung der Akkreditierung vom
 5.10.2010, abrufbar 

unter: https://w
w
w.hochschulverband.de/780.htm

l#_.; M
. Brodkorb, G

ebt die H
ochschulen den Professoren!, in: FAZ vom

 
07.04.2016, S. 8; H

RK, N
euordnung des A

kkreditierungssystem
s: Entschließung der H

RK-M
itgliederversam

m
lung am

 
8.11.2016, abrufbar unter: https://w

w
w.hrk.de/positionen/beschluss/detail/neuordnung-des-akkreditierungssystem

s/

（
41
）  M

üller-Terpitz, Zukunft （Fn. 35

）, S. 33.

（
42
）  

な
お
以
下
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、O

. Bartz/K. M
ayer-Lanterm

ann, W
andel der Aufgaben des Akkreditierungsrates und der 

Agenturen durch den „Studienakkreditierungsstaatsvertrag
“, O

dW
 2017, S. 255 ff.; P. A

. N
euhaus/T. G

rünewald, W
eiterent-

w
icklung einer bew

ährten Q
ualitätssicherung ‒ D

ie N
euregelung der Akkreditierung, a. a. O., S. 263 ff. 

も
参
照
し
た
。

（
43
）  

た
だ
し
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
よ
り
定
期
的
に
認
証
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ
れ
、
欧
州
高
等
教
育

質
保
証
機
関
登
録
簿
（
Ｅ
Ｑ
Ａ
Ｒ
）
へ
の
登
録
を
も
っ
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
活
動
を
許
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
協
定
五
条
三
項
五
号
、
三

条
二
項
二
文
）。

（
44
）  U

. M
ager, Verfassungsrechtliche Rahm

enbedingungen der Akkreditierung von Studiengängen, O
dW

 2017, S. 238 （244 ff

）.
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（
45
）  

シ
ス
テ
ム
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン 

（Prozessakkreditierung

） 

と
も
呼
ば
れ
る
。
前
掲
注

（
8
）
も
参
照
。

（
46
）  

そ
の
よ
う
に
述
べ
る
も
の
と
し
て
、M

ario M
artini, Akkreditierung im

 H
ochschulrecht ‒ Institutionelle Akkreditierung, Program

-
m
akkreditierung, Prozessakkreditierung, in: W

issR 41 （2008

）, S. 249 ff.
（
47
）  
例
え
ば
、
§ 30 LH

G
 BW

; 

§ 8a Abs. 2 S. 3 BerlH
G
; 

§ 53 Abs. 4 Brem
H
G
; 

§ 12 Abs. 2 S. 3 H
H
G
; 

§ 28 Abs. 5 S. 5 LH
G
 

M
-V

; 
§ 5 Abs. 5 S. 2 H

ochSchG
RP.

（
48
）  M

usil （Fn. 33

）, S. 340, 344.

（
49
）  M

. Fehling, in: Kahl u. a. （H
rsg.

）, BK-G
G, Art. 5 III （W

issenschaftsfreiheit

） Rn. 88 m
. w. N. （Stand: M

ärz 2004

）

（
50
）  H

öfling （Fn. 28
）, S. 92 ff.

（
51
）  K. F. G

ärditz, D
ie Lehrfreiheit ‒ W

iederentdeckung oder Rückbau?, W
issR 40 （2007

）, S. 67 （77, 82

）（「
経
済
・
社
会
の
訓
練

事
業
へ
の
大
学
の
機
能
転
換
」）。

（
52
）  W

.-R. Schenke, N
eue Fragen an die W

issenschaftsfreiheit ‒ N
eue H

ochschulgesetze im
 Lichte des Art. 5 III G

G, N
V
w
Z 

2005, S. 1000 （1002

）.

（
53
）  A

.-K. Kaufhold, D
ie Lehrfreiheit ‒ ein verlorenes G

rundrecht, 2006, S. 66 ff, 172 ff., 187 f, passim
.; H

öfling （Fn. 28

）, S. 95. 

よ
り
早
く
か
ら
研
究
と
教
育
の
結
び
つ
き
の
相
対
性
を
指
摘
し
た
の
は
、M

. Kloepfer, G
rundrechte als Entstehenssicherung und  

Bestandsschutz, 1970, S. 91.

（
54
）  

多
く
の
州
で
、
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
ジ
テ
ー
ト
の
教
授
の
標
準
授
業
時
間
数
は
週
に
9 

Ｓ
Ｗ
Ｓ
＝
90
分
×
4
・
5
コ
マ
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

専
門
大
学
の
教
授
に
つ
い
て
は
週
に
16
〜
18
Ｓ
Ｗ
Ｓ
＝
90
分
×
8
〜
9
コ
マ
の
授
業
負
担
が
課
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
研
究
に
費
や
せ
る
時

間
は
少
な
い
。H

. D
etm

ar, in: 

（H
rsg.

）, H
ochschulrecht, 3. Aufl. 2016, 4. Kap. Rn. 160 Fn. 14; KM

K-Vereinbarung über die 
Lehrverpflichtung, 12.6.2003.

（
55
）  

例
え
ば
、I. Pernice, in: D

reier （H
rsg.

）, G
G
-Kom

m
entar, Bd. I, 2. Aufl. 2004, Rn. 32.

（
56
）  BVerfG

E 126, 1 

（18 ff.

）. 

学
説
状
況
に
つ
き
詳
し
く
はG

. Britz, in: D
reier 

（H
rsg.

）, G
G
-Kom

m
entar, Bd. I, 3. Aufl. 2013, Art. 5 

III （W
issenschaftsfreiheit

） Rn. 30 Fn. 121 m
. w. N.

（
57
）  

学
説
状
況
に
つ
き
、Fehling, W

issenschaftsfreiheit （Fn. 49

）, Rn. 95; Britz （Fn. 56

）, Rn. 49; W
. Löwer, Freiheit w

issenschaftli-
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cher Forschung und Lehre, in: M
erten/Papier 

（H
rsg.

）, H
G
R, Bd. IV, 2011, 

§ 99 Rn. 54 Fn. 349 m
. w. N. 

例
外
的
に
違
憲
と
す
る

の
は
、C. Starck, in: v. M

angoldt/Klein/ders. （H
rsg.

）, G
G
-Kom

m
entar, Art. 5 Rn. 375.
（
58
）  

肯
定
説
の
代
表
的
な
も
の
と
し
てE. D

enninger, in: ders. u. a. 

（H
rsg.

）, AK-G
G, 3. Aufl. 2002, Rn. 31. 

学
説
状
況
に
つ
きFehling, 

W
issenschaftsfreiheit （Fn. 49

）, Rn. 86 m
. w. N.

（
59
）  BVerfG

E 33, 303 （329 f.

）.

（
60
）  
事
物
の
性
質
上
、
試
験
内
容
に
つ
い
て
は
特
に
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
び
や
す
い
。
学
説
は
、
教
育
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
性
質
か
ら
、
教
育
の
自
由
の
一
部
と
し
て
「
試
験
の
自
由
（Prüfungsfreiheit

）」
が
原
則
と
し
て
保
障
さ
れ
る
と
し
つ
つ
、
職
業
の
自
由
お

よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
平
等
原
則
か
ら
、
試
験
の
統
一
性
や
比
較
可
能
性
を
高
め
る
よ
う
な
国
家
措
置
を
と
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

D
enninger 

（Fn. 58
）, Rn. 38; M

. Fehling 

（Fn. 49

）, Rn. 89. 

学
部
・
教
員
の
権
利
を
よ
り
相
対
化
す
る
も
の
と
し
て
、Britz 

（Fn. 56

）, 
Rn. 55.

（
61
）  BVerfG

E 93, 85 （95 f.
）. 
さ
ら
に
、BVerfG

 （K

）, Beschl. v. 07.08.2007, 1 BvR 2667/05, juris, Rn. 27; M
üller-Terpitz, Im

plika-
tionen （Fn. 26

）, S. 122; Fehling, H
ochschule （Fn. 25

）, Rn. 21.

（
62
）  

大
学
が
学
問
以
外
の
機
能
も
有
す
る
こ
と
を
特
に
強
調
す
る
の
も
の
と
し
て
、R. Scholz, in: M

aunz/D
ürig 

（H
rsg.

）, G
G
-Kom

m
entar, 

Art. 5 Abs. 3 Rn. 136 f. （Stand: 1977
）.

（
63
）  

も
っ
と
も
決
定
に
お
い
て
、
教
育
の
質
保
証
の
た
め
の
措
置
が
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
の
利
益
と
な
る
だ
け
で
な
く
、「
大
学
が
み
ず
か
ら

の
任
務
を
適
切
に
満
た
す
こ
と
」
に
も
、
さ
ら
に
は
「
研
究
お
よ
び
教
授
の
自
由
に
も
資
す
る
」
と
さ
れ
た
（Rn. 58

）
こ
と
に
対
し
て
は
批
判

が
あ
る
。M

ager, Rahm
enbedingungen （Fn. 44

）, S. 239 f.

（
64
）  

も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
基
本
法
で
は
「
訓
練
所
の
選
択
の
自
由
」
が
明
示
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
に
は
書
か
れ
て
い

な
い
と
の
批
判
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
職
業
遂
行
の
自
由
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
基
本
法
で
は
規
定
さ
れ
、
日
本
国
憲
法
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
で
も
解
釈
上
そ
れ
を
認
め
て
い
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
批
判
は
当
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
65
）  

渋
谷
秀
樹
『
憲
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
二
八
九
―
二
九
〇
頁
。

（
66
）  

職
業
選
択
の
自
由
の
問
題
で
な
い
と
す
れ
ば
、
教
育
を
受
け
る
権
利
（
26
条
1
項
）

―
ド
イ
ツ
基
本
法
に
は
同
様
の
規
定
は
存
在
し
な

い

―
の
問
題
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
本
件
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
67
）  

旭
川
学
テ
事
件
判
決
は
、「
大
学
教
育
の
場
合
に
は
、
学
生
が
一
応

0

0

教
授
内
容
を
批
判
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
お
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り
、
大
学
教
育
に
つ
い
て
も
一
定
の
留
保
を
付
し
て
い
た
と
読
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
68
）  

参
照
、H

öfling （Fn. 28

）, S. 93.
（
69
）  

「
職
責
」
と
し
て
の
学
問
の
自
由
に
つ
き
、
蟻
川
恒
正
「
国
立
大
学
法
人
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
〇
頁
以
下
。

（
70
）  
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
職
業
と
直
接
に
結
び
つ
く
科
目
を
念
頭
に
置
い
た
記
述
で
あ
り
、（
特
に
人
文
科
学
系
な
ど
の
）
職
業
選
択
と
直
接
に
結

び
つ
か
な
い
科
目
で
も
、
教
授
の
自
由
を
制
約
す
る
論
理
と
し
て
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（
71
）  

江
原
武
一
「
大
学
と
国
家
・
市
場
」
広
田
照
幸
ほ
か
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
学
6　

組
織
と
し
て
の
大
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
二
五
頁
、

三
二
頁
。

（
72
）  

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
八
年
二
月
九
日
・
朝
刊
・
四
頁
。

（
73
）  

大
学
の
多
目
的
的
性
格
を
Ｃ
・
カ
ー
の
「
マ
ル
チ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う
造
語
を
用
い
て
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
松
田
浩
「「
大
学
の
自

律
」
と
「
教
授
会
の
自
治
」」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
憲
法
と
自
治
』（
敬
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
八
頁
以
下
。
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栗
島　

智
明
（
く
り
し
ま　

と
も
あ
き
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
助
教

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学

所
属
学
会　
　

全
国
憲
法
研
究
会
、
憲
法
理
論
研
究
会
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会

専
攻
領
域　
　

憲
法
、
ド
イ
ツ
法

主
要
著
作　
　

 「
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
新
潮
流

―
《
理
論
》
と
し
て
の
憲
法
学
の
復
権
？
」『
法
学
政

治
学
論
究
』
一
一
七
号
（
二
〇
一
八
年
）

　
　
　
　
　
　

 D
ie Janusköpfigkeit des O

G
H
 als Revisions- und Verfassungsgericht- 

G
egenw

artsproblem
e und Zukunftsperspektiven, in: Zeitschrift für 

Japanisches Recht/Journal of Japanese Law, N
o.  44 （2017

）

　
　
　
　
　
　

 「
大
学
の
自
治
の
制
度
的
保
障
に
関
す
る
一
考
察

―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
問
の
自

由
の
制
度
的
理
解
の
誕
生
と
変
容
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
一
〇
六
号
（
二
〇
一
五

年
）


